


山
梨
県
市
町
村
合
併

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

山
梨
県
で
は
、
昨
年
、
県
内
在
住

の
18
歳
以
上
の
男
女
に
対
し
、
無
作

為
抽
出
に
よ
り
、
４
万
７
千
２
６
２

人
を
対
象
に
市
町
村
合
併
県
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
西

桂
町
で
も
６
０
０
人
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
県
全
体
の
回
収
率
は
、

30
・
４
％
、
当
町
は
26
・
２
％
で

４
・
２
％
下
回
っ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
回
収
率
の
県
全
体
の
傾
向
を

見
ま
す
と
、
比
較
的
合
併
論
議
の
進

ん
で
い
る
市
町
村
に
お
い
て
は
高
く
、

東
部
・
富
士
北
麓
地
域
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
に
お
い
て
、
平

均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
合

併
に
対
す
る
住
民
の
方
々
の
関
心
の

度
合
い
が
伺
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見
て

み
ま
す
と
、「
合
併
の
必
要
性
」
に
つ

い
て
の
質
問
に
対
し
、「
い
ず
れ
合
併

す
る
必
要
が
あ
る
」、「
近
い
将
来
合

併
す
る
必
要
が
あ
る
」
も
含
め
、
合

併
に
肯
定
的
な
意
見
が
全
体
の
71
・

１
％
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
町
が
含
ま
れ
ま
す
富
士
北
麓

地
域
で
は
、
66
・
１
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
西
桂
町
の
回
答
者

に
つ
い
て
は
、
１
５
７
人
で
す
の
で
、

こ
の
数
字
だ
け
を
も
っ
て
町
の
意
向

と
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
県
全
体
と
し
て
は
、
非
常

に
大
き
な
数
字
と
な
っ
て
現
れ
て
い

ま
す
。

2

１
月
号
の
広
報
で
は
、
市
町
村
合
併
に
対
す
る
山
梨
県
内
の
動
き
や
近
隣

市
町
村
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
、

昨
年
、
山
梨
県
が
実
施
し
た
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
合
併
に
あ
た
っ
て

の
「
メ
リ
ッ
ト
」
や
「
デ
メ
リ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

合
併
の
「
メ
リ
ッ
ト
」、「
デ
メ
リ
ッ
ト
」

合
併
の
背
景
や
山
梨
県
内
の
合
併
へ
の
動
き
の
中
で
、

市
町
村
合
併
を
考
え
る
と
き
に
、
合
併
に
対
し
て
の

「
メ
リ
ッ
ト
」、「
デ
メ
リ
ッ
ト
」
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

①
合
併
に
よ
っ
て
行
政
の
質
が
高
ま
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
高
度
化
、
多
様
化
が
図
れ
ま
す
。

②
行
政
の
利
便
性
の
向
上
が
図
れ
ま
す
。

③
行
財
政
の
効
率
化
が
進
め
ら
れ
、
新
し
い
行
政
需
要

へ
の
対
応
が
図
れ
ま
す
。

④
地
域
の
知
名
度
、
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、
総
合
的
な

活
力
の
強
化
が
図
れ
ま
す
。

⑤
合
併
し
て
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
従
来
対
応
が
充

分
で
な
か
っ
た
専
門
職
の
増
強
等
を
図
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト

①
役
場
が
遠
く
な
っ
て
、
不
便
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

②
合
併
す
る
と
血
の
通
っ
た
行
政
、
き
め
細
か
な
行
政

が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

③
合
併
す
る
と
中
心
部
は
栄
え
る
が
、
周
辺
部
は
さ
び

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

④
合
併
に
よ
っ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
か
。

⑤
地
域
か
ら
の
声
が
、
行
政
に
反
映
さ
れ
無
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

⑥
中
心
市
町
村
が
、
周
辺
の
弱
小
市
町
村
を
統
合
、
合

併
す
る
と
、
大
変
な
荷
物
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
合
併
の
「
メ
リ
ッ
ト
」、「
デ
メ

リ
ッ
ト
」
と
し
て
、
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
回
で
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
こ
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

市市
町町
村村
合合
併併
にに

つつ
いい
てて
考考
ええ
るる
③③
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町
か
ら
の

お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課

粗
大
・
処
理
困
難
ゴ
ミ
収
集

粗
大
・
処
理
困
難
ゴ
ミ
収
集
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
注
意

事
項
を
守
っ
て
搬
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

期
　
日

３
月
16
日
（
日
）

時
　
間

午
前
９
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

下
暮
地
尾
尻
町
有
地

注
意
事
項

平
成
13
年
４
月
か
ら
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
テ
レ
ビ
・
冷

蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
の
４
品

目
は
、
町
で
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

買
替
え
な
ど
で
不
用
と
な
っ
た
製
品

の
処
理
は
販
売
店
（
購
入
し
た
店
）

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

タ
ン
ス
・
ベ
ッ
ド
な
ど
は
分
解
し

て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

布
団
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ

ト
な
ど
は
６
等
分
に
し
て
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

業
務
用
冷
蔵
庫
・
コ
ピ
ー
機
・
自

動
販
売
機
な
ど
は
取
り
扱
え
ま
せ
ん

の
で
購
入
先
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

搬
入
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

処
理
困
難
ゴ
ミ
に
つ
き
ま
し
て
は

有
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
代
金
を
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

搬
入
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
配

付
し
ま
し
た
「
ゴ
ミ
分
別
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
係
　
小
林

不
燃
ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

不
燃
ご
み
は
、
袋
の
ま
ま
出
す
の

で
は
な
く
、
ビ
ン
・
カ
ン
・
不
燃
に

分
け
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ン
テ
ナ
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ン
は
中
を
洗
い
、
キ
ャ
ッ
プ
は

は
ず
し
金
属
製
は
不
燃
、
そ
れ
以
外

は
可
燃
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
は
中
を
洗
い
、
つ
ぶ
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
類
は
不
燃
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
資
源
化
物
回
収

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
テ
ナ
の
配
置
は
設
置
場
所
が

確
保
で
き
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ン
・
カ
ン
は
で
き
る
だ

け
、
毎
月
第
２
土
曜
日
の
資
源
化
物

回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
係
　
小
林

資
源
化
物
収
集

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

町
で
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
物
の
回
収

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
月
第
２
土
曜
日

午
前
７
時
〜
８
時

各
地
区
が
指
定
し
た
場
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ビ
ン
類

ビ
ー
ル
ビ
ン
・
一
升
ビ
ン
・
白
ビ

ン
・
茶
ビ
ン
・
そ
の
他
の
ビ
ン
と

に
分
け
て
、
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、

中
を
ゆ
す
い
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
類

ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
と
に
分

け
て
、
中
を
ゆ
す
い
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、
中
を
ゆ
す

い
で
、
つ
ぶ
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

紙
類新

聞
・
チ
ラ
シ
は
混
合
で
束
ね
、

雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
は

ひ
も
等
で
束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
係
　
小
林

老
人
保
健

高
額
医
療
費
制
度

平
成
14
年
10
月
１
日
の
老
人
保
健

法
改
正
に
伴
い
、
平
成
14
年
10
月
診

療
分
か
ら
高
額
医
療
費
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

各
月
ご
と
に
各
医
療
機
関
等
に
支

払
っ
た
一
部
負
担
金
を
合
計
し
て
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
場
合
、
受
給
者
か
ら
の
申
請
に
よ

り
、
高
額
医
療
費
と
し
て
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。

外
来
の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

外
来
の
限
度
額
を
個
人
単
位
で
適
用

し
ま
す
。
外
来
の
限
度
額
を
個
人
単

位
で
適
用
し
た
後
、
入
院
時
の
一
部

負
担
金
を
合
算
し
て
世
帯
単
位
で
自

己
負
担
額
を
適
用
し
ま
す
。
該
当
者

に
は
通
常
診
療
月
の
２
〜
３
カ
月
後

に
高
額
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
お
送

り
し
ま
す
。（
限
度
額
に
つ
い
て
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。）

注
意
事
項

①
高
額
医
療
費
の
支
給
額
は
、
医
療

機
関
か
ら
町
に
送
付
さ
れ
る
診
療

報
酬
明
細
書
を
も
と
に
算
定
し
ま

す
。

②
申
請
書
を
提
出
さ
れ
る
と
き
に
は

領
収
書
の
添
付
は
不
要
で
す
が
、

窓
口
で
の
確
認
の
た
め
に
で
き
る

だ
け
持
参
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
の
請
求
の
際
に
は
領
収
書
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
老
人
医
療
受
給
者
が
一
部
負
担
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
高
額
医
療

費
の
請
求
権
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

老
人
医
療
受
給
対
象
者
が
詐
欺
そ

の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
高
額
医

療
費
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
は
、
刑
法
上
の
詐
欺

罪
に
該
当
す
る
と
と
も
に
、
不
正

行
為
に
よ
る
受
給
と
し
て
国
税
徴

収
の
例
に
よ
り
給
付
額
の
一
部
を

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
　

の
方
）
は
、「
老
人
医
療
の
限
度
額

適
用
･
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

入
院
さ
れ
た
場
合
に
は
、
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
係
　
川
村

分
け
か
た
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介
護
保
険

山
梨
県
よ
り
介
護
保
険
福
祉
施

設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

の
入
所
指
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。平

成
15
年
１
月
よ
り
次
の
内
容
に

よ
り
入
所
手
続
き
が
取
ら
れ
、
４
月

入
所
よ
り
適
用
さ
れ
ま
す
。
入
所
希

望
者
、
入
所
希
望
家
族
各
位
に
は
ご

留
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
優
先
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
は
「
優
先
入
所
介
護
支
援
専
門
員

意
見
書
」
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
用
紙
に
つ
い
て
は
役
場
介
護

保
険
担
当
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

目
的こ

の
指
針
は
、
介
護
保
険
制
度
下

に
お
け
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
に
必
要
性
が
高
い
入
所
希

望
者
を
優
先
的
に
入
所
さ
せ
る
目
的

か
ら
、
入
所
に
関
す
る
手
続
き
及
び

基
準
を
明
示
し
、
入
所
決
定
過
程
に

お
け
る
透
明
性
・
公
平
性
を
確
保
す

る
こ
と
等
を
目
的
と
し
ま
す
。

優
先
入
所
対
象
者

優
先
入
所
対
象
者
は
、
介
護
保
険

法
に
定
め
る
介
護
保
険
認
定
審
査
会

に
お
い
て
要
介
護
度
１
〜
５
と
認
定

さ
れ
た
者
で
、
常
時
介
護
を
必
要
と

し
、
か
つ
居
宅
に
お
い
て
介
護
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
な
者
の
う
ち
、
早

期
に
入
所
を
希
望
す
る
者
と
し
ま
す
。

（
１
）
入
所
申
込
み
の
方
法

優
先
入
所
の
申
込
み
は
、
当
該
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
所
定
の
申
込
用

紙
に
、
原
則
と
し
て
介
護
支
援
専
門

員
が
作
成
し
た
「
優
先
入
所
介
護
支

援
専
門
員
意
見
書
」
を
添
え
て
行
う

こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
み
の
で
き
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
数
は
、
２
施
設
以
内

と
し
ま
す
。

（
２
）
入
所
申
込
み
の
受
付

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
説
明

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所

申
込
書
を
受
け
付
け
る
際
に
、
原
則

と
し
て
入
所
希
望
者
及
び
家
族
等
と

面
接
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
健
康

診
断
書
の
提
出
を
求
め
る
な
ど
、
心

身
の
状
況
や
病
歴
等
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
入
所
順
位
の
決
定
方

法
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
入
所

申
込
書
の
「
説
明
確
認
欄
」
に
署
名

を
受
け
る
こ
と
と
し
ま
す
。

②
受
付
簿
の
管
理

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所

申
込
書
を
受
理
し
た
場
合
は
、
受
付

簿
に
そ
の
内
容
を
記
載
し
て
管
理
し

ま
す
。

（
３
）
入
所
決
定
の
手
続
き

各
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入

所
の
決
定
に
係
る
事
務
を
処
理
す
る

た
め
、
入
所
検
討
委
員
会
（
以
下

「
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
ま
す
。

委
員
会
の
委
員
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
長
、
生
活
相
談
員
、
介
護
職

員
、
看
護
職
員
、
栄
養
士
、
介
護
支

援
専
門
員
、
ま
た
、
保
険
者
や
地
域

の
福
祉
関
係
者
等
の
第
三
者
が
参
加

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

委
員
会
は
、
検
討
の
内
容
を
記
載

し
た
議
事
録
を
作
成
し
、
２
年
間
保

存
す
る
と
と
も
に
、
県
ま
た
は
市
町

村
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ

れ
を
提
出
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
４
）
そ
の
他

①
守
秘
義
務

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
聴
員
及

び
委
員
会
の
第
三
者
委
員
（
退
任
後

も
）
は
、
業
務
上
知
り
得
た
入
所
希

望
者
や
そ
の
家
族
等
に
関
す
る
個
人

情
報
を
漏
ら
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

②
説
明
責
任

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所

希
望
者
や
家
族
等
か
ら
入
所
の
判
定

等
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場

合
に
、
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

責
任
者
あ
る
い
は
窓
口
を
明
確
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
担
当
　
渡
辺

保
健
係

平
成
15
年
度
各
種
検
診
の
申
込
み

来
年
度
は
、
７
月
と
10
月
に
生
活

習
慣
病
検
診
（
循
環
器
検
診
・
ガ
ン

検
診
等
）
を
実
施
予
定
で
す
。

ま
た
、
５
月
と
11
月
は
婦
人
ガ
ン

（
子
宮
ガ
ン
・
乳
が
ん
）
推
進
月
間
で

す
。
各
種
検
診
申
し
込
み
を
３
月
末

に
各
家
庭
に
配
布
し
４
月
上
旬
に
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
花
の
実
年
検
診
は
、
６
月

に
検
診
の
予
定
で
、
５
月
に
個
人
通

知
い
た
し
ま
す
。
申
し
込
み
定
員
90

名
で
実
施
予
定
で
す
。
必
ず
年
に
１

回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
遠
山

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

ひ
よ
こ
学
級

３
月
の
ひ
よ
こ
学
級
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
　
時

３
月
13
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

場
　
所

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

ち
び
っ
こ
ハ
ウ
ス
の
先
生
を
講
師

に
招
い
て
、
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
直
接
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

西
桂
町
児
童
館
　
川
村

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
遠
山

平
成
15
年
度

学
童
ク
ラ
ブ
児
童
募
集

児
童
館
で
は
、
昼
間
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
を
対
象
に
、
放
課
後
対
策

と
し
て
、
小
学
校
低
学
年
児
童
の
受

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
の
健
全

育
成
及
び
保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

対
象
児
童

西
桂
在
住
の
小
学
校
１
年
生
〜
３

年
生
（
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

の
児
童
）

開
設
日
・
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
後
１
時
〜
６
時

土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
　
所

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
２
階
児
童
館

保
護
者
負
担
金

１
ヶ
月
２
千
３
０
０
円

申
込
方
法

児
童
館
に
申
込
み
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
護
者
の
方
が
直
接
用
紙

を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
配
布
期
間

３
月
３
日
（
月
）
〜
３
月
14
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
先

西
桂
町
児
童
館
　
川
村

※
現
在
登
録
し
て
い
る
児
童
の
方
も
、

再
登
録
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

児
童
館
に
、
用
紙
を
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

入
所
申
込
み
及
び

入
所
決
定
の
手
続
き

山
梨
県
指
定
介
護
老
人

福
祉
施
設
入
所
指
針
（
抜
粋
）



西桂町役場 25-2121 教育委員会（YLO会館） 25-2941 いきいき健康福祉センター 25-4000

教
育
委
員
会

「
健
康
の
カ
ギ
」
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
で
は

「
健
康
の
カ
ギ
」
実
践
記
録
カ
ー
ド
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

実
施
方
法
は
１
日
15
分
以
上
の
運

動
を
し
カ
ー
ド
に
書
か
れ
て
い
る
山

梨
県
内
の
地
図
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
い

き
ま
す
。
実
施
回
数
に
応
じ
賞
品
も

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
１
日
15
分
以
上
の
実
践
！
そ
れ

が
健
康
の
カ
ギ
!!
」

お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
　
前
田

西
桂
卓
球
大
会

西
桂
町
卓
球
ク
ラ
ブ
で
は
、
第
３

回
町
民
卓
球
大
会
を
次
に
よ
り
開
催

い
た
し
ま
す
。
誰
で
も
簡
単
に
参
加

で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
日
頃
の
運
動

不
足
を
解
消
し
て
く
だ
さ
い
。
多
数

の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

３
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

場
　
所

西
桂
中
学
校
体
育
館

受
　
付

午
前
８
時
〜
８
時
30
分

当
日
の
申
込
可
能
。

お
問
い
合
わ
せ
先

西
桂
町
教
育
委
員
会
　
前
田

西
桂
卓
球
ク
ラ
ブ
　
高
尾
益
義

携
帯
０
９
０
（
３
５
４
３
）
９
０
２
０

5

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
動
物
を
飼
う
と
き
に
は

不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

そ
の
動
物
を
終
生
飼
い
ま
し
ょ
う

他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う

災
害
が
あ
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

○
ね
こ
を
飼
う
と
き
に
は

事
故
や
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
、
な
る
べ
く
屋
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う

名
札
を
つ
け
て
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

○
動
物
取
扱
業
に
つ
い
て

施
設
基
準
に
適
合
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
に

は
確
認
済
証
を
公
布
し
ま
す

動
物
を
適
正
に
取
り
扱
っ
て
も
ら
う
た
め
、
動
物
管

理
主
任
者
を
決
め
て
も
ら
い
ま
す

○
動
物
の
飼
い
方
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、

各
地
域
に
動
物
愛
護
推
進
員
さ
ん
を
設
け
ま
す

○
多
頭
飼
育
に
つ
い
て

犬
・
ね
こ
を
合
わ
せ
て
10
頭
（
匹
）
以
上
飼
う
と
き

に
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

○
犬
・
ね
こ
の
引
取
り
に
つ
い
て

飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
ね
こ
を
引
き
取
る
と
き
に
は

手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す

成
犬
・
成
ね
こ
　
１
頭
（
匹
）
２
千
円

子
犬
・
子
ね
こ
　
１
頭
（
匹
）
４
０
０
円

取
引
窓
口
は
保
健
所
と
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ

ー
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　
吉
田
保
健
所

電
話
０
５
５
５
（
２
４
）
９
０
３
３

人
と
動
物
が
調
和
し
つ
つ
共
生
す
る
社
会
を

め
ざ
し
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
「
山
梨

県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
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今
回
は
、
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の

武
藤
澄
太
郎
さ
ん
が
「
西
桂
町
を
き

れ
い
に
す
る
会
」
に
つ
い
て
紹
介
い

た
し
ま
す
。

１
月
22
日
は
、
26
人
の
参
加
で
し

た
。
ゴ
ミ
拾
い
も
一
人
で
は
、
な
か

な
か
拾
え
な
い
け
れ
ど
、「
今
日
は
ゴ

ミ
の
拾
い
の
日
」
と
思
う
と
難
な
く

拾
え
ま
す
。
こ
の
活
動
に
賛
同
し
て

み
な
さ
ん
が
一
生
懸
命
し
て
く
れ
る

こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。
各
地
区
の
ゴ

ミ
を
拾
い
、
役
場
裏
で
分
別
を
し
ま

す
。
そ
の
後
、
い
き
い
き
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
役
場
環
境
担
当
か
ら
ゴ

ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
人
た
ち
に
も
こ
う
し

た
お
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
前
回
作
っ
た
お
団
子

を
お
や
つ
に
し
て
食
べ
、
昔
懐
か
し

い
味
で
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人

と
も
話
が
で
き
、「
や
あ
、
元
気
だ
な
」

と
声
を
か
け
、
人
と
人
の
交
流
が
で

き
ま
す
。
こ
の
活
動
に
参
加
し
た
い

と
思
う
人
は
、
地
区
の
寿
ク
ラ
ブ
の

役
員
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

大
歓
迎
で
す
。

No.58

１歳になると、運動が活発になり、発語も聞
かれ発育・発達がめざましい時と思います。
育児をしているお母さんが悩むことも多いの
ではないでしょうか？そこで、平成15年度か
ら第２木曜日の母子
相談日に満１歳にな
るお子さんを対象に
保育士・栄養士・保
健師が対応して身体
測定と育児相談を実
施します。対象にな
る方には通知をいた
します。この機会に
ご相談ください。
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県
か
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー

ダ
ー
の
委
嘱
を
受
け
て
１
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
日

本
ば
か
り
で
な
く
、
国
際
的
視
野
で

男
女
共
同
参
画
社
会
を
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
と
日
を
追
う
ご
と
に
感
じ

て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
10
月

８
日
〜
15
日
ま
で
、
福
祉
政
策
、
男

女
共
生
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
先
進

国
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
へ
の
、
調
査

研
修
の
た
め
の
海
外
セ
ミ
ナ
ー
へ
参

加
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

大
変
光
栄
に
感
じ
な
が
ら
も
、
事
前

研
修
の
日
程
を
こ
な
し
て
い
く
中
で
、

責
任
の
重
大
さ
を
再
認
識
し
た
よ
う

な
次
第
で
す
。
そ
の
た
び
重
な
る
研

修
の
中
で
、
と
く
に
デ
ン
マ
ー
ク
は

女
性
は
社
会
進
出
が
活
発
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
出
産
率
が
上
向
き

で
あ
る
こ
と
に
、
大
変
興
味
を
持
ち
、

出
発
し
ま
し
た
。

北
欧
に
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
は
、

日
本
の
九
州
よ
り
や
や
大
き
い
く
ら

い
の
面
積
で
、
人
口
は
５
４
０
万
人

の
小
国
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
首
都
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
内
の
街
路
に
は
、
段

差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
古
い
石
畳
が

上
手
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
歩
道
、
自
転
車
専
用
道
、
車
道
の

区
分
も
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。
人
々
は
皆
、
健
康
と
環
境
問
題

に
自
発
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
交

通
手
段
と
し
て
は
自
転
車
を
利
用
す

る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
の
に
驚
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
有
料
道
路
は
全
く
な

く
て
、
バ
ス
や
電
車
に
は
、
車
い
す
、

乳
母
車
、
自
転
車
が
乗
車
で
き
、
乗

り
降
り
し
や
す
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
驚
い
た
こ

と
で
す
が
、
原
子
力
発
電
所
が
な
い

の
で
す
。
国
民
投
票
の
結
果
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
た
め
、
１
基
で
５
０
０

戸
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
、

高
さ
50
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
風
車
が
、

国
内
全
体
で
６
千
基
も
あ
る
の
で
す
。

教
育
に
つ
い
て
は
こ
の
国
で
は
、「
教

育
は
財
産
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
に

基
づ
き
、
国
民
全
体
が
平
等
に
教
育

を
受
け
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る

の
で
、
小
学
校
か
ら
大
学
に
い
た
る

ま
で
公
立
学
校
の
授
業
料
は
す
べ
て

無
料
で
す
。
つ
ま
り
親
は
教
育
費
を

心
配
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
の
で
す
。
社
会
福
祉
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
も
所
得
税
50
％
、
消
費
税
25
％

と
い
う
国
民
の
高
負
担
の
前
提
が
あ

っ
て
こ
そ
で
す
が
、
高
齢
者
の
医
療

福
祉
利
用
は
完
全
に
無
料
で
す
。
ま

た
、
こ
の
国
で
は
専
業
主
婦
が
少
な

く
、
75
％
の
女
性
が
仕
事
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
に
よ
る
社
会

保
障
制
度
と
育
児
支
援
制
度
が
充
実

し
て
い
て
、
各
人
に
幼
少
の
頃
か
ら

男
女
平
等
意
識
が
浸
透
し
て
い
る
た

め
、
女
性
の
社
会
進
出
が
普
通
と
さ

れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
滞
在
中
に
、
市

会
議
員
の
モ
ナ
さ
ん
に
お
会
い
し
ま

し
た
。
家
事
を
す
る
暇
が
な
い
ほ
ど

忙
し
い
彼
女
に
か
わ
っ
て
、
国
会
議

員
で
あ
る
夫
が
す
す
ん
で
家
事
や
買

い
物
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
国
の

ト
ッ
プ
の
政
治
家
に
な
る
ほ
ど
男
女

平
等
を
志
し
て
行
動
し
て
い
る
、
そ

れ
が
こ
の
国
で
は
普
通
な
の
だ
と
い

う
お
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

男
女
が
共
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

両
者
の
特
性
を
生
か
し
た
上
で
、
人

間
同
士
が
共
生
す
る
と
い
う
こ
と
な

の
だ
、
と
い
う
理
念
を
実
行
し
な
が

ら
次
世
代
に
伝
え
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

ま
た
、
視
察
団
の
メ
ン
バ
ー
が
二

人
一
組
と
な
っ
て
、
共
働
き
の
若
夫

婦
の
家
庭
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
、

と
い
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

築
百
年
に
も
な
る
と
い
う
ア
パ
ー
ト

の
木
造
の
階
段
は
、
ま
さ
に
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
磨
か
れ
て
い
て
、

そ
こ
を
上
っ
て
い
く
と
、
夫
婦
二
人

が
手
料
理
で
私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く

れ
ま
し
た
。
家
の
中
は
編
み
か
け
の

手
袋
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
手
に
入
れ
た

パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
も
の
を
大
切
に
し
、

質
素
な
中
で
も
心
豊
か
に
、
と
い
う

生
活
信
条
が
見
ら
れ
、
日
本
で
の
生

活
環
境
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

通
り
を
歩
く
人
々
を
眺
め
る
と
、

ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
は
高
齢
者
の
姿

で
し
た
。
そ
の
だ
れ
も
が
オ
シ
ャ
レ

に
着
飾
っ
た
り
粋
な
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
り
で
、
ほ
ん
と
う
に
素
敵
で
し
た
。

そ
ん
な
光
景
を
み
て
、
常
に
明
る
く

楽
し
く
、
友
達
を
大
切
に
し
て
活
き

活
き
し
て
い
る
、
自
分
も
そ
ん
な
高

齢
者
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
高
齢
者
た
ち

を
活
気
づ
け
て
い
き
た
い
と
も
思
い

ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
デ
ン
マ
ー
ク
で
見
聞

し
た
こ
と
を
参
考
に
、
男
女
共
同
で

う
る
お
い
の
あ
る
西
桂
町
の
町
づ
く

り
に
少
し
で
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

地
域
で
の
取
り
組
み
か
ら
、
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通

じ
て
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
学
ぶ
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
行
政
関
係
者
の

皆
様
に
も
あ
わ
せ
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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・
都
留
仏
教
会

・
レ
デ
ィ
ー
ス
西
桂

・
丸
統
富
士
吉
田
青
果
商
業
組
合
　

・
西
桂
中
学
校（敬

称
略
・
順
序
不
同
）

こ
の
善
意
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い

と
し
て
、
町
内
の
家
庭
に
配
分
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

温
か
い
善
意
を

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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２月６日（木）に桂川流域下水道建設事務所発注の下暮地シールド基地の見学会が行なわれました。午前の部
は小学校４年生、午後の部は中学校１年生が見学を行ないました。それに併せて町長を始め、行政諸団体の役員
も係員より説明を受けました。普段は防音ハウスの外からしかみることのできない現場であり、地下約15ｍをシ
ールドマシーンで掘り進むという特殊な工事でもあるため、参加者全員興味深く見学を行なっていました。
今後は、町民の皆さんにも見学する機会をつくってもらうよう、桂川流域下水道建設事務所と相談をしていき
ます。

平面図

下暮地下水道シールド基地見学会開催下暮地下水道シールド基地見学会開催

説明を聞く子供たち

シールドマシーン見学トンネル体験

中央監視室



１月18日（土）22日（水）25日(土)の３日間にお
よびリトミックの発表会が行われました。タイコ
やピアノのリズムに合わせて体を動かしたり、カ
ードやスカーフを使ってリズムを表現したりと、
それぞれ年齢に合わせた発表を家族の方々に見て
いただきました。

２月３日（月）保育所の豆まきが行われました。
大きな鬼たちに、泣きながら必死に豆を投げる子、
保育士にしがみつき逃げまわる子、それはそれは
大騒ぎでした。
鬼を退治し、心の中の悪い鬼も居なくなったか
な？みんな大活躍でした。

１月のひよこ学級は、豆まきをしました。鬼のお
面づくりをして、新聞紙を丸めた豆を的に当てて
楽しみました。雪の降る中、参加者も多く、セン
ターの中では一足早い豆まきに盛り上がりまし
た。
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西
桂
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
ス
キ
ー
教
室
」
が
１
月
25
日
（
土
）

26
日
（
日
）
の
１
泊
２
日
の
日
程
で

長
野
県
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
天
候
に
恵
ま
れ
、
前
日
に

は
雪
も
降
り
、
雪
質
は
最
高
。
優
れ

た
環
境
・
講
師
の
先
生
方
の
熱
心
な

指
導
の
も
と
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、

参
加
者
の
技
術
の
向
上
・
子
供
た
ち

の
精
神
的
な
成
長
を
見
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
の
先
生
・
参

加
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
ス

キ
ー
教
室
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

１月９日（木）児童館では、冬休みの活動として、
凧作りに挑戦しました。竹ひごを組んで、たこ糸
をつけ、長いしっぽを付けてできあがり、さっそ
く外へ出て、凧揚げをして楽しみました。



保
護
者

・
倉
　
見
　
藤
　
本
　
　
　
陸
　
和
博

・
本
　
町
　
高
　
山
　
恭
　
輔
　
伸
男

お
め
で
た
（
誕
生
）

平成15年２月１日現在

男 ２,４２０人（－１）

女 ２,５５８人（－３）
合計４,９７８人（－４）
世帯１,４６１世帯（±０）

人口と世帯

お
く
や
み
（
死
亡
）

親
族

・
倉
　
見
　
川
　
村
　
　
　
祐

彰
広

・
倉
　
見
　
渡
　
部
　
　
　
武
　
幸
夫

・
本
　
町
　
古
　
屋
　
豊
　
子
　
教
夫

・
上
　
町
　
杉
　
田

き
く
江
　
天
野
ゆ
み
子

・
上
　
町
　
鈴
　
木
　
兎
喜
男
　
好
人

・
下
暮
地
　
新
　
田
　
八
　
朗
　
和
広

・
下
暮
地
　
池
　
谷
　
さ
　
と
　
敏
秀

平
成
15
年
１
月
届
出

交通栄誉章
を

駐
在
所
だ
よ
り

第
43
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
表
彰
式
に
お
い
て
石
原
滋
さ

ん
が
、
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

警
察
庁
長
官
・
全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
交
通
栄
誉

章
緑
十
字
銀
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受賞しました


